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暦の上では「害Jですが、一年で一番患いのが2用．風邪やインフルエンザが
流行するこの季節．外から帰つ定らすぐに『うがい・手洗（，＼Jをし、バランスの
よい定事と十分な睦壊をとるなどの予防策をしっかりととり、風邪に負貯ないよ
う気をつ貯ましょう．
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節分・··•→審
節分とは、字のとおり季節の蛮わり自のことで、
本刻立、立春、立思立乱立冬と、四季それ智1
の鶴田を節分とい納ます．現在では、立替の前日が
『節分Jとしてその風習が伝意されるようになり、
倒年2用3日頃巡ってきます． 、
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地方によっては、焼いたイワシやメ ＼ V ’ 

ザシの頭を玄関E飾ったり、これら「
の魚を食べるという風習がありますー
焼Hreときのにおいで鬼を追い払う
という窓昧があり、またイワシは栄
震があり、昔から悪いことを追い払
う力があるとされていまし定．

究主~

「鬼は外、福は内Jと富って豆をま
き、その豆を年の裁だ防食べる、と
いう日本狙轄の風習がありま雪が、
『鬼Jは冬の容さ噂漏島、災錘など ハ
の思いことをあらわしています．豆 ／λ 
を主べるのは健康〈まめ〉に菖らせ｛／／
るようにという舘超Eよるちのです．

5会
戸－－－個展曹置をEu舌ミuJ陪三戸－
＊くま組「お鰐み鳴き』作り
＊偏重~A,完＝• rクッヰ：：.－ー」 ft言。 ®~0$~©C> 

先局11自にくま姐さんで『お野み構き』を作りました．今年度、 2回目の包Tを便った踊理保育です．
ます、包Tでにんじん・きゃべっ・万樹2ぎ・ウイジナー・チーズを切ります．指名ちは重べやすい大きさに手で割
りまし疋．具の準備ができたら、小霊紛と氷で生地を作り、野きな具を謹んでいきます．金担額の貝を入れているおと
も定ちゃ野きな臭をたくさん入れているおとちだちなど、思い思いに具を入れていましle.
生地方鳴成したら、ホットプレートで焼いて完成です！ 1人2枝焼き、 1綾肱食べて、 1枝はばんだ組さんとらいお
ん姐さんにお宮そ卦貯をしまし払くま姐さんのおともだちも、おすそ泊。し伝クラスのおとちだちち『おいし－u
と富んで食べていましre.Ji

18自のばんだ組さんの調理保育では、 「クッキー』を作りまし定．
ますは、相輔の説明を行＂＇、クッキーが伺でできているかを知ってもらいました．説国掴晦わっ定ら作ってあっ定生
地で型旗きです．こどもたちt人すつに生地を避し、ねこやハート、車などいろいろな形に型聾きしまじた．璽聾きが
鎚わっ定E号、力ラーヌプレーとチョコチップで飾り惜貯をし、方ーブジで焼いて完成ですP
たくさA峰町疋ので、くま組とらいおん組のおとちだちゃ‘告クラスの先生たちにおすそ分口をレ室長しむクッキー
づくり抱強しかっ'/CJ;.うで、 「ま定作ろうねりと雷っていまし払

どちらのクラス也、他のクラ誌や先生定ちに食べてちらい、富んでいる聾を見て、調理することの楽しさを知ってち
らえたかなと固いまし定．

婦のお竺一 豊鷲沢雲氏翠謡議長喜怒長銀窓、ぽ》：
園4晶園喧置E 大豆からつくられるものは、どれも栄麓満点！その上、t X〕九y
六車厄 ・圃a とても潤む股股がよくなっています。 u 、r "' ，司、ー.. ー 飴食でも、いろいろな大豆製自を取入れたメニューが
可 ←一一ー あります．

d沼~旭からできている食·a Ci.惣b
O大豆tl'P.Iつ〈らおる食パ物大集合II

CJS!-0京豆
たんぱく貨は、体内で？ミ
ノ酪に分解され、体を作る
材調に再合成されま雪が、
合成できないアミノ酸が8
種類あります．このアミノ
酸を『邸須アミノ艶jとい

＂＂穴豆にはこの邸須アミ
ノ酷が動鞠佐のたんぱく買
に負貯ないほど多くさまれ

ています．
また、大豆製昂は、踏の
活性にとてちょいのです．
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＊式軍e“”と＠ご曹が勾•＊ d ヨー
〈材斜〉…子どち5人分 d傘、 者調i
・妙り太豆 20g R建矧
・かえり煮干 15g 『受兎Z
・黒砂麗 小さじ1 ~ ~ 
・みりん 小さじ1/2 ~~ 
・醤油 少均 一
・妙りごま 小さじ1/2弱
〈作り方〉
①万110（叉賦釦でいりこと穴Eを捗る． 〈弱火〉
e調味剰を入れて味をからめ、由佳にごまを入れる．
滋豆まきの大豆が聾ったら作ってみてくださ（，＼，，

’rillfll句ドー＋守食昼 〈材料〉幼同
・漕力指 100@ 1・きな紛
. ,. .. ・ ~:1rn·・ 99"-4.5 ・砂糖

く作り方〉 ・砂糖 10g 
①生担げは油鑑きをし、ザイコ白状に切る． ・たまご 1ヶ
②軍ねぎ・ピーマジ・郡ピーマン低みじん切り、 ・ドライおから 1 Qg 
えのきは食べやすい大きさ、しめじは自に分けておく．・牛乳 35g 
＠みじん切りにした玉ねぎを下描でしておく． ・油〈手ま15¥し周〉 2.5g 
＠露間とピ今マジ以外の野菜を静め、調味輯を入れ昧 ~・4フゲ I\"99°ーと小麦舗を品るっておく．
伺貯をする・・7 ②聞と砂斑を混ぜ、牛現を加える．
⑤酎煎のお固に厚揖げを入れ、その上（：＠をのぜ、 ＠＠に輯頴とドライおからを加え混ぜる．
チ－r、ピーマン・蔀ピーマシをのぜ方ーブジで簾げ ＠冷麗庫で休ませる．
目がつくまで焼く．

＠手に油をまぶし、生地をドーナツの形にして油で掲
げる．
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太陽の子保育園
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